
BPM×RPAによる業務改善
METASONIC と WinActor® による業務効率化の新提案

RPAを入れてみたけど、どうやって活用すればいいのか
お困りではありませんか？

<  コミュニケーションビュー > <  インターナルビヘイビア >

<  業務管理システム >

作業時間(h)
NTTDプロパー 89
NTTD管理者 11
BP 9

処理時間合計(h) 109
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RPA活用のため、業務を整理するBPMの導入を検討！

<  改善効果レポート >

サブジェクト指向BPM 「METASONIC」の特長

人を中心として業務フローを整理するサブジェクト指向BPMを提案！

色々ツールは
あるけど高い IT
スキルが必要

業務が複雑で簡単に
整理ができない

BPM導入における数々の課題

自動生成

人をサブジェクトとして、フ
ローを表現

たった５つの記号で業務の
流れをモデリング

ノンコーディングで業務管理
システムを自動生成

導入後の業務時間をレポーティングし、
追加の改善点を見つけ出せます。

改善効果のチェック、評価

Answer

対策

しかし・・・

サブジェクト

メッセージ ファンクション 送信 受信

フローを構成する５つの記号

個人依存の業務に
対応しにくい

・WinActor®は、NTTアドバンステクノロジ株式会社の登録商標です。



BPM×RPAによる業務改善の事例
METASONIC と WinActor® による業務効率化の新提案

・WinActor®は、NTTアドバンステクノロジ株式会社の登録商標です。

METASONICによる業務見える化、効果のレポーティング

METASONICとWinActorの連動

METASONIC × WinActorの業務改善効果

●業務担当者が自ら業務フローを作成し、自動で業務管理システムを生成
●作成した業務フローからロボット化する対象の作業を明確化
●レポートにより解決すべき課題、改善効果を視覚的に分析

●WinAc to rがルーチンワークを自動化
●METASO NICからWinAc to rを稼動させることが可能
●METASO NICが人もロボットもまとめて管理

作業時間を
70%削減※！

改善前

改善後

※2019年NTTデータ事例

Phase: AS-IS Phase: TO-BE

改善サイクル業務見える化

実務者の作業 WinActorの作業

業務ロボット化

レポーティング 業務フロー改善

WinActorが
すべて実行

人からWinActorへ指示

WinActorから人に連絡
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